
 

              和式トイレを洋式システムトイレに改修/宮久保 Ｗ様邸 

 

築２７～２８年の木造モルタル２階建てのお住まいで、現在、

ご夫婦お二人でお過ごしですが、トイレは新築した当初よりの和式で、年齢の経過とともに足

腰に負担を感じられるようになり、このたび、和式トイレを洋式に改修したいとのご相談をい

ただきました。通常、洋式トイレは、便器・タンク・ウォシュレットの３点セットの構成です

が、今回は、今迄のトイレの雰囲気をガラリと一新する意味からも、ＴＯＴＯ製のシステムト

イレ、「新レストパル」の設置をご提案し、採用いただきました。このシステムトイレは、便

器・タンク・ウオシュレットを含む、収納キャビネット・手すり・紙巻器等の各部材のカラー

や素材が統一されていて、トイレ全体が一つの快適空間にリニューアルできるパッケージ化さ

れたトイレです。そこで、まず、既存の和式便器とタンクを撤去し、床を解体、段差を無くし

てバリアフリー化し、給排水配管位置を変更して、このシステムトイレを設置いたしました。

さらに、トイレの天井・壁のクロスも張り替え、床は新たにクッションフロアーを張って、 

３日間で全ての工事を終了いたしました。そして、ご夫婦共にリニューアルされた 

トイレに満足をいただいた様子で、これからもより快適な日々を過ごされることと 

思われます。 

              
こんにちは。エムエスホームの佐原です。猛暑も一段落し、夕暮れも早ま

り爽やかな秋風も感じられる今日この頃です。私共の事務所は、菅野の東京歯科大学市川病院やスーパー

マルエツに隣接している菅野商店街の一角にあり、洋品店・美容室・精肉店・豆腐店等の各商店は地元菅

野で数十年間に渡って商いを続けております。しかし、各商店主も高齢化に伴ない体調を崩されたり、後

継者の不在等の環境により、今迄通り商売を継続していくことが難しい状況にあります。この度も、地元

菅野のお客様に４０年間もの長きに渡り愛され続けてきた、洋品店が多くのお客様に惜しまれながらも８

月３１日を以って閉店いたしました。やはり、閉店の理由は、店主ご夫婦の体調の問題と高齢化とのこと

でした。今後、私共を含む各商店は近隣のお客様とのお付き合いをさらに深めながら、出来るだけ長く商

いを続けていける様努めたいと思います。幸い、この洋品店のご夫妻とも親しくさせていただいており、 

今回の閉店に伴う店舗内の解体・撤去やご自宅への引越しの作業にも関わらせていただくことが出来まし

た。これからは、ご夫婦共ゆっくりとご自宅にてお過ごしいただければと思います。 
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■暮らしのたより■  台風シーズンに備えて屋根と外壁のチェックを！ 

 

いよいよ本格的な台風のシーズンを迎えております。愛着あるお住まいをいつまでも長持ちさせる

ためには、屋根と外壁の点検と早目の修理が最も重要です。 

屋根や壁は、真夏の日ざしの照り返し、台風シーズンにおける強い雨風、真冬の寒さなど、いつも

自然の厳しい環境にさらされております。このため、外壁廻りのヒビ割れや剥がれ、屋根廻りの傷

み等に気つかぬまま放置しておきますと、雨水が建物の内部に浸入し、外部から目に見えない、柱・

土台・壁等を腐食させ、場合によっては修復のために多大な改修の費用が必要になることがありま

す。そこで、台風シーズンを前に、建物の外廻りをチェックし、もし、外壁や屋根の汚れ、ヒビ割

れ、塗装の剥がれ、カビの発生等が見られましたら、これらの修理・改修に伴う予算がどの程度必

要か、お近くの信頼できる業者さんにチェックと見積もりを依頼されることをお勧めいたします。

そして、不備な箇所の全てを改修できる予算があればベストですが、予算に余裕がない場合は、改

修箇所に優先順位を決めて、出来る所から早目に取り掛かることが住まいをいつまでも 

長持ちさせるために必要な対策でもあります。 

 


